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３
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同
一
会
期
中
に
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同
じ

趣
旨
の
請
願
・
陳
情
が
採

択
（
不
採
択
）
さ
れ
て
い

る
場
合
に
、
す
で
に
な
さ

れ
た
も
の
と
同
じ
趣
旨
の

請
願
・
陳
情
も
採
択
（
不

採
択
）
し
た
と
み
な
し
て

処
理
す
る
こ
と
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(２)(３)

＜議会を傍聴しませんか？＞ どなたでも傍聴できます

８月31日（水）

６月定例会は５月31日から６月13日までの日程で開かれました。

10議案はすべて原案のとおり可決。請願が１件、陳情が４件提出されました。請願は 採択１件、陳情は採択３件不採択１件となり、意見書３件

が提出されました。

定例会最終日の動画をこちらからご覧いただけます。

問い合わせは議会事務局まで



(４)(５)

村民の声を聴く会 やります！

2021年度からの５年計画で小学校は35人学級が実現することになりました。全学年での実施は実に40年ぶりであり、歓迎するもので

す。しかし、中学校は40人のままです。「新しい生活様式」における身体的距離の十分な確保のためにも、少人数学級はさらなる推進が

必要です。新型コロナ感染症対策など不断の努力を続ける中、新学習指導要領への対応や、貧困・いじめ・不登校など解決すべき課題

が山積しており、子どもたちのゆたかな学びを実現するための、教材研究や授業準備の時間を十分に確保することが困難な状況となっ

ています。ゆたかな学びや学校の「働き方改革」を実現するためには、2021年度から順次展開されている小学校の35人学級の早期完全

実施と中学校・高校も見据えた、さらなる少人数学級推進と抜本的な定数改善計画に基づく教職員定数の改善が不可欠です。

義務教育費国庫負担制度については、平成18年度税制改正において、国庫負担率が２分の１から３分の１に引き下げられました。厳

しい財政状況の中、独自財源により人的措置等を行っている自治体もありますが、自治体間の教育格差が生じることは大きな問題です。

国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子どもたちが全国のどこに住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上

の要請です。ゆたかな子どもの学びを保障するための条件整備は不可欠です。

よって、国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計画的に教育行政を進めることができる

よう、2023年度予算編成の件につき、下記の措置を講じられるよう強く要請します。

記

１ どの子にもゆきとどいた教育をするため、さらなる少人数学級推進と教育予算の増額をすること。

２ 教育の機会均等とその水準の維持向上のために必要不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅持し、負担率を２分の１に復元するなど

拡充すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和４年６月13日
長野県上伊那郡南箕輪村議会

議 長 百 瀬 輝 和

（宛先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣

人口減少や食生活の多様化が進み、米の消費量は年々減少し、コロナ禍にともなう外食・中食の需要も減少、民間在庫も増加傾向とな

っており、水田農業を取り巻く環境は大変厳しいものとなっています。こうした厳しい状況のなかで、水田活用の直接支払交付金につ

いて、令和４年産から８年産の５年間で一度も水張りが行われない(米を作付けしない)農地は、交付対象から外す方針が示されました。

上伊那地域の農業者は長年にわたり主食用米の生産調整に協力し、畑作物が生産しやすい圃場対策を進め転作作物への転換に取り組

んでまいりましたが、今回の見直しにより、麦、大豆などの作物の生産面積の激減や、集落営農組織の崩壊、離農者や遊休荒廃地の増

加など、連鎖的な地域農業の衰退が懸念されます。

日本の農業補助金は、欧州や米国など諸外国に比べ極端に低い水準となっています。日本より経営規模も大きく、補助金も潤沢な輸

入作物が低価格で流通するなかで、麦、大豆など戦略作物を生産拡大するためには、日本においても生産コストに見合う公的補助金が

必要です。

2021年公表の食料自給率は、過去最低水準の37.17％となっており、ロシアのウクライナ侵攻など国際情勢も不安定となるなかで、食

料安全保障について今一度見つめ直し、国内産を最優先とした農業政策への転換が図られることを農業現場は求めています。

また、地域の中心的な担い手などに農地集約が進むなか、農業用水路等の維持管理については、所有者と耕作者の乖離が進んでおり、

経費負担の問題が表面化していくと考えられ、農地の長期利用を可能とするためには国主導による維持管理を行う仕組の構築も望まれ

ています。

こうした実情を踏まえ、農村が将来にわたり農地を保全し、農業者が安定的に農業を営むことができる制度を構築するよう、意見書

を提出します。

記

１ 水田活用の直接支払交付金の交付対象要件については、主食用米の生産調整の実行性を高める観点から、現場実態をふまえ、畦、

水路などの機能確認に留めること。

２ 交付対象要件の見直しを進めるならば、麦・そば・大豆等、国内で需要のある農産物に対する積極的な支援を目的として、再生産

価格を考慮した新たな公的助成を設けること。

３ 農地の所有と利用の分離が進む現状において、優良農地の長期利用を可能とするために、農業用水路等の機能維持と管理について

は、十分な予算を確保するとともに、国主導による維持管理を行う仕組を構築すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和４年６月13日
長野県上伊那郡南箕輪村議会

議 長 百 瀬 輝 和

（宛先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、農林水産大臣

新型コロナウイルスの感染拡大は収束せず、「農畜産物の消費量の減少」、「販売価格の低迷」、「燃油・肥料・飼料の高騰」などにより

地域農業、農業者は深刻な打撃を受けています。多くの農業者が経営を継続するため必死の努力を続けていますが、このままの状況が

続けば離農者の増加、地域農業の破綻、引いては地域経済の疲弊を招くことが懸念されています。

こうした厳しい状況の中、2023年10月からインボイス制度（適格請求書等保存方式）の導入が予定されていますが、農業者の大多数

は免税事業者であるためインボイスを発行できません。

本則計算の課税事業者にとって、免税事業者からの仕入取引では、仕入税額控除が行えないため消費税負担が増加することとなりま

す。このため、多くが免税事業者である中小規模の農業者は、取引の停止や新規の取引先を獲得しにくくなるという影響、更には値引

きを強要されるようなことが懸念されます。

また、農事組合法人形態の集落営農組織では、構成員のほとんどが免税事業者であるため、従事分量配当、作業委託料、機械賃借料、

圃場管理料などについて仕入税額控除が出来なくなることになり、消費税の納税負担が増えることで経営継続の危機に立たされる恐れ

があります。

上伊那の地では平成19年度からの品目横断的経営所得安定対策を契機に、集落営農の必要性を議論し、中山間地の農業を支える役割

を集落営農組織の設立に見出し、現在では49の集落営農法人が各地域の農業の核としての役割を果たしています。集落営農法人の経営

収支の悪化は、その構成員にまで波及し、地域全体の農業担い手の減少と、遊休荒廃地の増加などを招く結果となりかねません。

日本の農業者は９割が免税事業者であると言われており、インボイス制度の導入はほとんどの農業者に大きな経済的負担を与えるこ

とは間違いなく、担い手不足や高齢化が進む中で、これ以上の負担増は最終的には日本の食にまで影響を与え、食料安全保障上の深刻

な問題に発展する可能性すら秘めています。

以上の趣旨から、下記の緩和措置を講じることを強く求めます。

記

１ 直売出荷者などの免税事業者が、一定の要件を満たせばインボイス（適格請求書）を発行できるような特例を設けること。（課税事

業者となることで現在の税制上の優遇措置が受けられなくなるため）

２ 人・農地プランの中で、中心的な担い手に位置付けられた集落営農法人等について、「従事分量配当などの支払先である構成員が免

税業者であっても仕入税額控除が受けられる優遇措置」を講じること。

３ 農協等特例の要件で、「対象者は組合員」、「条件は無条件委託方式かつ共同計算方式」と定められているが、ＪＡにおいては、組合

員以外の利用や様々な販売方式があり、要件に該当する取引とそうでない取引とを区分することで事務が煩雑化し、経費が増加す

る。結果として農業者の生産コストの増加につながることが予想されることから、「対象者を農業者」、「条件を委託方式」として要

件を緩和すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和４年６月13日
長野県上伊那郡南箕輪村議会

議 長 百 瀬 輝 和

（宛先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、農林水産大臣

＜お詫びと訂正＞ 議会だより137号Ｐ６下段の意見書件名の誤りを訂正してお詫びいたします。
（誤）「地方議会からの意見書の取り扱いに係る制度の確立を求める意見書」
（正）「森友改ざん問題、国会で真相究明を（陳情）」



(６)(７)

※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。

問

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の

理
解
促
進
の
た
め
に
村
が

で
き
る
こ
と
は
何
か
。

村
長

第
５
次
男
女
共

同
参
画
計
画
で
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
の
認
知
度
を
65
％
に

す
る
と
目
標
を
設
定
し
て

お
り
、
啓
発
活
動
の
計
画

や
研
修
を
進
め
て
い
く
。

問

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
導
入
の
考
え

は
。村

長

県
や
県
内
自
治

体
で
も
前
向
き
な
姿
勢
を

示
し
て
い
る
。
必
要
性
を

感
じ
、
県
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
検
討
す
る
。

問

村
内
小
中
学
校
の

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
教
育
は
。

教
育
長

「
誰
も
が
自

分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
を

認
め
る
社
会
」
を
考
え
る

機
会
を
大
切
に
し
て
い
る
。

施
設
面
で
は
多
目
的
ト
イ

レ
を
整
備
し
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
に
も
対
応
し
て
い
る
。

プ
ー
ル
の
更
衣
室
も
必
要

に
応
じ
て
別
の
場
所
を
用

意
し
て
い
く
。

生
活
困
窮
者
対
応

問

生
活
困
窮
者
を
早

期
発
見
し
支
援
に
つ
な
げ

る
た
め
、
連
携
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
な
ど
体
制
構
築
を
。

村
長

庁
内
職
員
連
携

会
議
の
開
催
、
地
区
社
協

な
ど
と
の
意
見
交
換
を
進

め
る
。
連
携
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
必
要
性
も
検
討
し
た
い
。

問

民
間
企
業
と
の
見

守
り
協
定
を
結
ん
で
は
。

村
長

個
人
情
報
の
保

護
が
大
き
な
課
題
。
民
間

企
業
か
ら
提
案
が
あ
れ
ば

対
応
し
て
い
く
。

問

つ
な
が
り
続
け
る

支
援
の
た
め
に
、
福
祉
部

門
の
人
事
異
動
は
慎
重
に

す
べ
き
で
は
。

村
長

専
門
職
の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
お
り
、
今

年
度
は
社
会
福
祉
士
を
３

人
採
用
し
た
。
相
談
窓
口

を
一
元
化
し
、各
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
げ
る
役
割
を
担
う

社
会
福
祉
士
の
適
正
な
配

置
等
、
組
織
の
見
直
し
を

始
め
た
。
異
動
が
少
な
い

専
門
職
を
配
置
す
る
こ
と

で
、
つ
な
が
り
が
途
絶
え

な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
く
。

地
域
の
困
り
ご
と
を

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

問

飛
騨
市
の
「
ヒ
ダ

ス
ケ
！
」
を
参
考
に
、
地

域
の
困
り
ご
と
を
「
体
験

の
出
会
い
」
に
変
え
、
村

の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う

機
会
に
し
て
は
。

村
長

地
域
の
困
り
ご

と
を
解
決
し
、
関
係
人
口

を
創
出
で
き
る
良
い
し
く

み
。
村
の
規
模
で
ど
の
よ

う
に
で
き
る
か
を
調
査
す

る
中
で
検
討
し
た
い
。

問

大
芝
高
原
の
Ｐ
Ｒ

に
も
つ
な
げ
て
は
。

村
長

森
林
の
樹
種
転

換
等
を
計
画
す
る
中
で
、

植
林
な
ど
多
く
の
助
け
を

必
要
と
す
る
事
業
を
企
画

し
て
い
る
。
村
民
の
参
加

が
第
一
だ
が
、
村
外
の
人

に
も
目
を
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

電
子
図
書
館
に
つ
い
て

問

ど
の
よ
う
な
し
く

み
と
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長

８
月
か
ら
始

ま
る
県
と
市
町
村
に
よ
る

共
同
電
子
図
書
館
事
業
。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
電
子
書
籍
を
借
り

て
読
む
こ
と
が
で
き
、
来

館
が
難
し
い
人
や
目
の
不

自
由
な
人
に
も
利
用
し
て

も
ら
え
る
。
コ
ロ
ナ
禍
な

ど
の
閉
館
時
に
も
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
。

問

読
書
を
あ
き
ら
め

て
い
た
人
た
ち
に
も
幅
広

い
周
知
と
利
用
の
促
進
を
。

教
育
長

関
係
機
関
等

と
連
携
を
取
り
、
必
要
な

人
に
情
報
が
届
く
よ
う
取

り
組
む
。
持
続
可
能
な
新

た
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の

展
開
に
つ
な
げ
た
い
。

啓
発
活
動
の
計
画
・
研
修
を
進
め
る
（
村
長
）

笹沼美保

※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。

問

遺
跡
に
行
く
た
め

の
大
き
な
案
内
看
板
が
必

要
で
は
。

教
育
長

日
本
で
も
美

し
い
と
さ
れ
る
石
器
が
出

土
し
た
有
名
な
遺
跡
で
あ

る
。
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
も
の
を
含
む

87
点
で
あ
り
、
考
古
学
の

世
界
で
は
広
く
そ
の
名
が

知
ら
れ
、
訪
れ
た
い
と
思

う
人
が
多
い
。
村
と
し
て

も
、
今
あ
る
案
内
看
板
と

と
も
に
、
伊
那
イ
ン
タ
ー

か
ら
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
、

わ
か
り
や
す
い
、
目
に
つ

き
や
す
い
案
内
看
板
の
設

置
場
所
を
検
討
し
た
い
。

問

出
土
品
石
器
が
な

ぜ
伊
那
市
創
造
館
か
。

教
育
長

出
土
品
は
遺

失
物
扱
い
で
、
土
地
所
有

者
が
埋
蔵
物
発
見
届
出
を

断
っ
た
た
め
、
自
費
で
発

掘
に
当
た
っ
た
林
茂
樹
氏

が
所
有
者
と
な
り
、
現
在

は
ご
親
族
で
あ
る
。

石
器
が
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
、
文
化
財

保
護
法
に
基
づ
き
、
し
か

る
べ
き
環
境
の
整
っ
た
博

物
館
、
資
料
館
等
の
展
示

で
き
る
場
所
が
必
要
と

な
っ
た
。
所
有
者
は
上
伊

那
教
育
会
に
収
蔵
と
展
示

を
委
託
し
、
上
伊
那
図
書

館
併
設
の
郷
土
館
を
経
て
、

現
在
の
創
造
館
に
な
っ
た

経
過
で
あ
る
。

村
で
出
土
し
た
石
器
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
大
事
な

財
産
と
し
て
譲
り
受
け
た

い
機
運
も
あ
っ
た
が
、
当

時
し
か
る
べ
き
収
蔵
、
展

示
可
能
な
施
設
が
な
く
、

か
な
わ
な
か
っ
た
。

問

謎
の
多
い
遺
跡
の

評
価
は
。

教
育
長

神
子
柴
論
争

な
る
多
く
の
諸
説
が
あ
り
、

今
な
お
結
論
が
出
て
い
な

い
。
日
本
の
考
古
学
に
お

い
て
価
値
あ
る
石
器
が
出

土
し
た
重
要
な
遺
跡
の
一

つ
で
あ
る
。
村
に
と
っ
て

も
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

べ
き
、
か
け
が
え
の
な
い

も
の
で
あ
る
。
現
在
、
石

碑
と
案
内
看
板
が
あ
る
が
、

一
部
劣
化
も
見
ら
れ
る
の

で
、
案
内
文
を
新
し
く
す

る
こ
と
を
含
め
新
た
に
看

板
の
設
置
を
し
な
お
し
、

歴
史
的
価
値
を
高
め
保
護

活
用
し
た
い
。
活
用
の
仕

方
も
、
創
造
館
と
の
連
携

で
、
レ
プ
リ
カ
も
含
め
87

点
を
共
有
で
き
る
か
模
索

し
た
い
。

問

伊
那
街
道
の
保
全

継
承
に
つ
い
て
。

教
育
長

か
つ
て
の
五

街
道
中
山
道
の
脇
往
還

（
補
助
道
路
）と
し
て
栄
え
、

多
く
の
人
、
物
が
往
き
来

し
た
面
影
を
残
す
箇
所
が

随
所
に
見
ら
れ
る
。
各
地

区
で
草
刈
り
や
標
柱
な
ど

に
よ
り
保
全
継
承
に
努
め

て
い
る
。
伊
那
谷
の
主
要

道
路
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

も
、
将
来
的
に
説
明
看
板

設
置
の
検
討
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

問

神
子
柴
遺
跡
、
伊

那
街
道
を
学
校
・
社
会
教

育
に
活
か
し
て
い
る
か
。

教
育
長

レ
プ
リ
カ
を

多
く
の
人
に
見
て
も
ら
う

機
会
を
増
や
し
た
り
、
公

民
館
講
座
の
地
域
巡
り
な

ど
、
今
後
も
歴
史
を
探
究

す
る
機
会
を
郷
土
学
習
に

取
り
入
れ
た
い
。

問

大
清
水
川
と
河
岸

段
丘
急
傾
斜
地
の
県
工
事

は
。村

長

大
清
水
川
の
未

改
修
部
分
は
引
き
続
き
、

途
切
れ
る
こ
と
な
く
力
強

く
、
結
果
を
出
せ
る
よ
う

要
望
す
る
。
急
傾
斜
地
は

地
形
的
、
予
算
的
な
こ
と

も
あ
り
、
工
事
の
進
捗
に

は
課
題
が
あ
る
。
南
側
も

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
の

で
強
く
要
望
す
る
が
、
防

災
意
識
も
持
っ
て
ほ
し
い
。

丸 山 豊

※

※LGBTQとは

▼伊那街道（神子柴地籍）標柱

▲神子柴遺跡石碑
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問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
、
く
ら
し
や

営
業
を
守
る
対
策
に
。
保

育
園
、
学
校
給
食
費
の
負

担
軽
減
を
。

教
育
長

栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
給
食
の
提
供

に
努
力
し
て
い
る
。
一
食

当
り
、
6.4
円
を
補
助
し
た

が
今
後
も
食
材
費
は
あ
が

る
の
で
状
況
を
み
な
が
ら
、

効
果
的
な
対
策
を
す
る
。

問

運
送
業
、
畜
産
農

家
へ
は
負
担
増
に
応
じ
た

支
援
を
し
た
。
福
祉
事
業

所
へ
の
事
業
継
続
支
援
を

一
律
10
万
円
で
終
わ
り
で

な
く
緊
急
対
策
が
必
要
で

は
。
燃
油
高
騰
で
大
き
な

影
響
が
あ
る
社
協
や
大
芝

の
湯
へ
の
支
援
を
。

村
長

今
後
す
べ
て
の

事
業
者
に
と
い
う
訳
に
は

い
か
な
い
が
、
住
民
生
活

に
過
大
な
影
響
が
多
く
住

民
世
帯
へ
の
支
援
を
商
工

会
と
検
討
し
、
提
案
し
て

い
く
。
指
定
管
理
事
業
所

は
、
物
価
の
変
動
は
基
本

的
に
は
指
定
管
理
の
範
囲

で
対
応
に
な
る
が
、
今
回

の
事
態
は
例
外
規
定
で
別

途
協
議
し
て
い
く
。

問

生
活
困
窮
者
支
援

団
体
や
す
こ
や
か
フ
ー
ド

バ
ン
ク
、
子
ど
も
食
堂
等

へ
必
要
回
数
取
り
組
め
る

支
援
を
。

村
長

社
協
と
協
議
を

し
て
支
援
を
強
め
る
。
あ

ん
し
ん
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
や

特
別
貸
付
に
つ
な
げ
る
ま

で
の
間
、
制
服
や
学
用
品

の
リ
サ
イ
ク
ル
等
支
援
や

補
助
金
で
必
要
な
支
援
が

で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

困
っ
た
ら
福
祉
課
相
談
窓

口
に
。
看
板
が
あ
り
ま
す
。

福
祉
医
療
費
窓
口

無
料
に
つ
い
て

問

子
ど
も
医
療
費
は

８
月
か
ら
窓
口
無
料
に
な

る
。
南
箕
輪
が
い
ち
早
く

実
施
を
決
め
、
上
伊
那
の

け
ん
引
を
果
た
し
て
い
る
。

福
祉
医
療
無
料
の
要
求
が

切
実
な
障
が
い
者
、
ひ
と

り
親
家
庭
へ
の
完
全
無
料

化
を
す
る
考
え
は
。
必
要

な
予
算
は
。

村
長

村
の
対
象
者
は

全
体
で
４
２
７
４
人
、
障

が
い
者
５
２
６
人
、
ひ
と

り
親
家
庭
２
３
１
件
、
５

０
０
円
負
担
金
は
合
わ
せ

て
６
０
１
万
円
に
な
る
。

県
内
は
子
ど
も
医
療
費
以

外
は
す
べ
て
償
還
払
方
式

だ
。
国
保
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ

ー
が
９
０
０
万
円
減
額
に

な
り
、
村
負
担
が
１
５
０

０
万
円
増
に
な
っ
て
し
ま

う
。
障
害
者
自
立
支
援
医

療
１
割
負
担
や
精
神
医
療

の
無
料
な
ど
他
の
制
度
で

対
応
を
。

憲
法
を
く
ら
し
に
生
か
す

問

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

停
止
と
平
穏
な
日
々
を
。

か
つ
て
日
本
が
戦
争
に
つ

き
進
ん
だ
よ
う
な
動
き
も

心
配
。
村
は
Ｓ
59
年
非
核

平
和
村
宣
言
を
し
、
平
和

の
村
を
知
ら
せ
て
き
た
。

今
こ
そ
懸
垂
幕
の
常
設
で

平
和
の
取
り
組
み
を
。

村
長

今
ま
で
平
和
行

進
に
合
わ
せ
て
７
～
９
月

と
12
～
１
月
で
設
置
し
た
。

世
界
情
勢
を
み
れ
ば
で
き

れ
ば
調
整
し
、
優
先
的
に

掛
け
て
い
く
。

問

小
中
学
校
で
の
平

和
学
習
に
満
蒙
開
拓
平
和

記
念
館
へ
。
自
治
体
パ
ー

ト
ナ
ー
に
参
加
を
。

教
育
長

事
例
で
満
蒙

開
拓
記
念
館
に
つ
い
て
学

ぶ
。
中
学
校
は
人
権
学
習

で
義
勇
軍
に
つ
い
て
学
び
、

７
月
に
は
記
念
館
を
訪
問
。

10
月
に
修
学
旅
行
で
松
代

大
本
営
や
無
言
館
に
行
く
。

こ
ど
も
や
地
域
の
学
び
に

パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
参
加
も

検
討
す
る
。

住
民
世
帯
へ
の
支
援
で
く
ら
し
を
応
援
す
る
（
村
長
）

三 澤 澄 子
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問

第
４
回
目
接
種
対

象
者
以
外
の
人
へ
の
補
助

は
。村

長

今
ま
で
は
、
接

種
の
目
的
が
、
感
染
防
止

が
第
一
で
あ
っ
た
。
４
回

目
接
種
よ
り
重
症
化
予
防

が
目
的
と
な
り
、
国
の
方

針
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

若
い
世
代
に
つ
い
て
は
、

重
症
化
の
リ
ス
ク
が
高
く

な
く
、
対
象
か
ら
外
れ
た

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
考
慮
し
、
４
回
目
接
種

対
象
者
以
外
に
対
し
て
村

と
し
て
補
助
は
考
え
て
い

な
い
。

問

現
在
の
集
団
感
染

対
策
は
。

教
育
長

基
本
的
に
変

わ
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
１
人
で
も
陽

性
者
が
で
れ
ば
学
級
閉
鎖

を
行
っ
て
き
た
が
、
５
月

17
日
以
降
は
、
陽
性
者
１

人
で
あ
れ
ば
学
級
閉
鎖
は

行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。

問

コ
ロ
ナ
感
染
症
の

助
成
金
の
周
知
に
つ
い
て
。

村
長

村
の
事
業
と
し

て
の
助
成
金
に
つ
い
て
は
、

村
広
報
誌
や
メ
ー
ル
配
信
、

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
、
地
元
新

聞
社
を
通
じ
て
周
知
を

行
っ
て
い
る
。
給
付
対
象

で
あ
る
個
人
や
事
業
者
が

特
定
で
き
る
場
合
に
は
、

直
接
郵
送
等
で
も
通
知
を

行
っ
て
い
る
。

国
や
県
で
行
っ
て
い
る

学
校
関
連
の
助
成
金
は
、

村
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

も
各
サ
イ
ト
へ
リ
ン
ク
し

て
い
く
。

物
価
上
昇
に
つ
い
て

問

予
算
へ
の
影
響
は
。

村
長

村
歳
入
に
関
し

て
は
、
法
人
村
民
税
へ
の

影
響
が
大
変
懸
念
さ
れ
る
。

歳
出
に
関
し
て
は
、
電

気
代
、
冬
季
暖
房
費
等
の

燃
料
費
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
。

公
共
工
事
の
発
注
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
更
な
る

資
材
の
高
騰
に
備
え
て
、

早
い
段
階
で
の
発
注
を

行
っ
て
い
く
。

問

公
共
料
金
・
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
値
上
げ
は
。

村
長

現
在
は
、
公
共

施
設
、
給
食
費
等
に
つ
い

て
は
値
上
げ
は
考
え
て
い

な
い
。
た
だ
し
、
上
下
水

道
料
金
は
物
価
上
昇
要
因

で
は
な
い
が
、
健
全
経
営

を
目
的
と
し
て
、

上
下
水
道
事
業

運
営
審
議
会
を

３
年
に
１
回
開

催
し
、
料
金
に

つ
い
て
審
議
を

し
て
い
る
。

指
定
管
理
委

託
事
業
に
つ
い

て
、
入
浴
料
の

値
上
げ
は
実
施

し
な
い
が
、
原

価
割
が
続
い
て

お
り
厳
し
い
状

況
。
今
年
度
は
村
か
ら
支

援
を
し
て
い
く
。

奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

問

現
行
制
度
の
利
用

状
況
は
。

教
育
長

奨
学
資
金
助

成
金
と
奨
学
金
返
還
支
援

補
助
が
あ
る
。
奨
学
金
返

還
支
援
補
助
は
、
Ｒ
３
年

度
か
ら
の
制
度
で
あ
る
。

奨
学
資
金
助
成
金
は
、

Ｒ
３
年
度
14
件
、
Ｒ
２
年

度
は
17
件
と
な
っ
て
い
る
。

奨
学
金
で
は
な
い
が
、

小
中
学
校
入
学
準
備
資
金

貸
付
が
あ
る
。
小
学
校
入

学
時
が
５
万
円
、
中
学
校

入
学
時
が
10
万
円
を
貸
し

出
す
制
度
が
あ
る
。

問

村
独
自
の
奨
学
金

の
検
討
は
。

教
育
長

村
の
財
政
状

況
、
村
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
検
討
し
て
い
く
。日本学生支援機構リーフレット抜粋

（独立行政法人日本学生支援機構）
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問

塩
ノ
井
の
国
道
１

５
３
号
西
側
は
歩
道
整
備

が
進
ん
で
い
る
が
、
ま
だ

幅
95
㎝
程
度
の
所
も
あ
り

車
イ
ス
の
通
行
も
困
難
だ
。

整
備
の
計
画
は
。

村
長

伊
那
市
・
箕
輪

町
境
の
一
部
を
除
い
て
お

お
む
ね
歩
道
設
置
さ
れ
て

い
る
が
、
片
側
の
み
や
幅

の
狭
い
箇
所
が
あ
る
。
歩

道
を
切
り
下
げ
る
リ
メ
イ

ク
工
事
が
、田
畑
・
北
殿
で

進
ん
で
い
る
。
歩
道
は
歩

行
者
の
安
全
を
確
保
す
る

と
と
も
に
良
好
な
生
活
環

境
を
確
保
す
る
た
め
の
役

割
を
果
た
す
。
危
険
な
箇

所
等
要
望
を
上
げ
て
い
く
。

問

国
道
１
５
３
号
東

側
は
歩
道
が
な
く
斜
め
で

不
便
な
箇
所
が
多
い
。
県

へ
の
要
望
は
。

村
長

現
在
は
北
殿
・

神
子
柴
の
歩
道
未
設
置
箇

所
を
要
望
し
て
い
る
。
塩

ノ
井
交
差
点
か
ら
北
殿
へ

向
か
う
60
ｍ
区
間
は
計
画

さ
れ
て
い
る
。

問

国
道
３
６
１
号
は

車
の
通
行
も
増
え
て
い
る
。

早
期
の
歩
道
設
置
が
望
ま

し
い
が
計
画
の
状
況
は
。

村
長

ス
ピ
ー
ド
が
出

や
す
く
大
型
車
も
多
い
。

住
宅
も
増
え
て
通
学
生
徒

も
多
い
。
昨
年
県
議
会
・

県
関
係
者
と
現
地
視
察
し

た
時
、
危
険
箇
所
を
指
摘

し
改
良
を
要
望
し
た
。
Ｒ

３
年
度
の
補
正
予
算
で
測

量
業
務
が
始
ま
っ
た
。
工

期
は
未
定
だ
が
中
央
道
か

ら
西
に
向
け
て
歩
道
を
整

備
す
る
計
画
と
の
こ
と
。

経
ヶ
岳
周
辺
の
整
備
に

つ
い
て

問

経
ヶ
岳
周
辺
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
中
で
、

総
合
的
な
整
備
が
必
要
に

な
る
。
経
ヶ
岳
友
の
会
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
登
山
道

の
整
備
を
行
っ
て
お
り
、

県
外
か
ら
も
登
山
者
が
増

え
て
い
る
。
権
兵
衛
峠
や

大
泉
所
の
ト
イ
レ
も
恒
常

的
な
維
持
管
理
が
必
要
で

は
。村

長

経
ヶ
岳
は
新
し

い
ル
ー
ト
が
で
き
た
。
権

兵
衛
峠
の
ト
イ
レ
は
伊
那

市
・
塩
尻
市
・
本
村
で
組

織
す
る
「
権
兵
衛
峠
観
光

施
設
等
保
全
研
究
会
」
が

年
３
回
、
大
泉
所
の
ト
イ

レ
は
村
で
年
２
回
清
掃
し

て
い
る
。

問

｢

米
の
道｣

で
あ
る

権
兵
衛
峠
遊
歩
道
は
か
な

り
荒
れ
て
お
り
、
登
り
口

の
伊
那
市
地
籍
で
通
行
止

め
状
態
。
看
板
も
草
木
に

覆
わ
れ
て
い
る
。
整
備
の

計
画
は
。

村
長

｢

米
の
道｣

は
伊

那
市
の
与
地
の
下
か
ら
峠

に
通
じ
る
ル
ー
ト
で
沢
筋

を
通
る
た
め
、
大
雨
の
た

び
に
荒
れ
て
し
ま
う
箇
所

が
多
い
。
過
去
に
は
伊
那

市
で
馬
を
引
い
て
の
イ
ベ

ン
ト
や
村
で
も
ハ
イ
キ
ン

グ
し
た
が
近
年
は
実
施
し

て
い
な
い
。
今
後
の
整
備

は
課
題
が
多
い
が
検
討
し

た
い
。
バ
ー
テ
ィ
カ
ル
リ

ミ
ッ
ト
の
新
ル
ー
ト
案
の

中
に
「
米
の
道
」
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
整

備
の
判
断
材
料
に
な
る
。

問

経
ヶ
岳
林
道
は
国

道
３
６
１
号
の
迂
回
路
と

し
て
役
割
を
含
め
た
再
整

備
の
可
能
性
は
。

村
長

Ｈ
19
年
度
に
県

か
ら
村
に
移
管
さ
れ
、
２

年
に
１
回
路
面
清
掃
し
て

い
る
が
、
危
険
箇
所
も
あ

る
た
め
15
年
間
全
面
通
行

止
め
に
し
て
い
る
。
村
で

整
備
と
な
る
と
莫
大
な
経

費
を
要
す
る
。

※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。

山 﨑 文 直

問

大
芝
高
原
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
は
全
域
を
対
象
に
。

村
長

マ
レ
ッ
ト
場
西

側
の
エ
リ
ア
は
Ｈ
21
年
に

一
部
変
更
し
た
信
州
大
芝

高
原
総
合
利
用
計
画
の
中

で
は
、
自
然
観
察
林
ゾ
ー

ン
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。
計
画
の
中
で
は

原
則
、
人
の
手
を
加
え
な

い
区
域
と
し
て
、
自
然
中

心
の
広
が
り
を
も
っ
た
空

間
と
し
て
整
備
す
る
と

な
っ
て
い
る
。
引
き
続
き

そ
の
考
え
方
に
し
た
が
っ

た
整
備
を
し
て
い
く
こ
と

を
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
明
記

し
て
い
く
。

問

大
芝
森
林
の
樹
種

転
換
構
想
は
。

村
長

過
去
み
ん
な
の

森
の
利
用
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
大

芝
を
訪
れ
る
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
は
大
規
模
な
森
林

整
備
や
改
変
を
望
ん
で
い

な
い
意
見
が
多
く
あ
っ
た
。

私
も
同
様
な
考
え
を
持
っ

て
い
る
。
一
方
松
枯
れ
の

被
害
は
年
を
重
ね
る
ご
と

に
深
刻
化
し
て
い
る
。
50

年
単
位
で
行
う
森
林
循
環

事
業
を
構
築
す
る
時
期
。

森
林
再
生
に
向
け
た
第
一

歩
を
踏
み
出
す
時
期
が
来

て
い
る
。
そ
の
中
で
樹
種

転
換
の
構
想
は
専
門
家
の

意
見
が
必
要
だ
。
大
芝
高

原
の
土
壌
や
現
状
の
複
層

林
の
環
境
を
ふ
ま
え
て
、

森
林
計
画
を
「
大
芝
森
林

づ
く
り
実
施
計
画
」
の
中

で
策
定
し
、
50
年
後
の
具

体
的
な
大
芝
高
原
の
森
林

づ
く
り
を
描
い
て
い
く
。

問

樹
種
転
換
で
何
を

目
指
す
か
。

村
長

松
枯
れ
に
よ
っ

て
現
在
の
状
況
を
保
て
な

い
中
で
、
大
芝
高
原
森
林

づ
く
り
実
施
計
画
の
中
で

ど
の
よ
う
な
森
に
す
る
の

が
望
ま
し
い
か
協
議
を
重

ね
て
い
く
。
村
で
は
大
規

模
な
植
林
を
近
年
や
っ
て

こ
な
か
っ
た
の
で
、こ
の
機

会
を
利
用
し
て
新
た
な
村

民
協
働
事
業
と
し
て
、
植

林
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
。
こ
の
事
業
に
よ
り
地

域
づ
く
り
、
村
づ
く
り
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ー
の
形
成
、
村

の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

問

現
存
す
る
赤
松
で

大
径
木
の
選
定
と
保
存
を
。

村
長

赤
松
の
保
全
に

関
し
て
は
、
村
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
赤
松
の
選
木
や

保
存
を
森
林
づ
く
り
実
施

計
画
に
組
み
込
ん
で
い
く
。

問

村
育
樹
祭
に
よ
り

大
勢
の
村
民
参
加
の
計
画

と
要
請
を
。

村
長

村
の
育
樹
祭
は

Ｈ
19
年
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
。
来
年
度
は
県
の
育
樹

祭
が
南
箕
輪
村
で
行
わ
れ

る
。
広
い
世
代
の
み
な
さ

ん
が
大
勢
参
加
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
。

問

奥
地
林
の
間
伐
、

整
備
の
対
応
は
。

村
長

現
在
の
飛
地
は

全
体
の
面
積
が
２
０
０
０

㏊
村
有
林
７
９
０
㏊
、
県

有
林
が
１
６
２
㏊
で
、
他

に
伊
那
市
共
有
財
産
所
有

が
あ
る
。
Ｈ
30
年
度
か
ら

Ｒ
９
年
度
の
10
年
間
の
森

林
整
備
計
画
を
定
め
て
い

る
。
長
期
的
目
線
で
整
備

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

問

林
業
、
木
材
産
業

の
振
興
を
。

村
長

未
来
に
わ
た
っ

て
森
林
整
備
、
保
全
を
進

め
る
。
そ
の
た
め
に
地
元

林
業
、
木
材
産
業
関
係
者

の
振
興
、
発
展
は
か
か
せ

な
い
。
振
興
に
は
こ
れ
ま

で
よ
り
力
を
入
れ
て
い
く
。

整備が待たれる森林

加藤泰久

し
っ
か
り
進
め
て
い
く
（
村
長
）

国道153号歩道整備要望箇所
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※原稿は原則、質問者が記載。質問・答弁は要約してあります。

問

自
宅
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
や
手
す
り
、
ト
イ

レ
な
ど
の
改
修
は
。

村
長

要
介
護
、
要
支

援
で
65
歳
以
上
が
対
象
だ
。

今
回
３
人
分
の
補
正
。
１

割
が
自
己
負
担
な
の
で
、

利
用
を
。

問

開
発
公
社
・
味
工

房
の
ピ
ザ
と
大
芝
の
湯
の

プ
リ
ン
の
売
れ
行
き
は
、

好
調
な
の
か
。
現
状
と
今

後
の
目
標
は
。

村
長

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
か
ら
パ
ン
部
門
ア

ル
コ
バ
レ
ー
ノ
ピ
ッ
シ
ャ

ピ
ザ
の
５
月
の
売
上
げ
は

昨
年
の
２
倍
売
れ
て
い
る
。

１
か
月
の
売
上
げ
目
標
は

２
０
０
万
円
。
プ
リ
ン
の

売
上
げ
は
ず
っ
と
右
肩
あ

が
り
、
10
万
個
売
れ
た
。

子
育
て
世
代
の
ス
タ
ッ
フ

が
企
画
・
販
売
し
、
２
人

か
ら
４
人
に
増
え
た
。
４

周
年
目
前
で
、
道
の
駅
、

大
芝
高
原
の
看
板
ス
イ
ー

ツ
と
し
て
地
域
食
材
と
コ

ラ
ボ
し
な
が
ら
強
化
す
る
。

問

村
の
施
設
の
維
持

費
削
減
で
今
後
の
計
画
は
。

村
長

２
０
５
６
年
で

維
持
更
新
し
な
け
れ
ば
、

９
・
３
億
円
で
、
何
ら
か

の
措
置
を
講
じ
た
場
合
は
、

６
・
５
億
円
。
ま
だ
ま
だ

人
口
は
増
加
す
る
の
で
縮

小
で
き
な
い
が
、
そ
の
う

ち
南
箕
輪
小
も
少
な
く
な

る
。
今
後
複
合
化
・
集
約

化
に
よ
り
投
資
的
経
費
は

１
・
５
８
倍
か
ら
０
・
８

８
倍
と
な
る
。
そ
の
た
め

長
寿
命
化
や
、
個
別
計
画

に
沿
っ
て
維
持
し
て
い
く
。

問

役
場
庁
舎
の
耐
用

年
数
が
限
ら
れ
る
。
新
庁

舎
は
。

村
長

村
役
場
庁
舎
は

Ｓ
56
年
建
設
、
41
年
経
過

し
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ

く
り
。
80
年
は
持
つ
と
日

本
建
築
学
会
の
報
告
だ
。

ま
だ
40
年
弱
使
用
す
る
た

め
、
Ｒ
６
年
度
か
ら
複
数

年
に
か
け
改
修
し
新
庁
舎

は
次
の
世
代
と
な
る
。

問

男
女
共
同
参
画
第

５
次
計
画
の
現
状
と
対
策

は
。
子
育
て
教
育
支
援
相

談
室
10
年
経
過
し
た
総
括

は
。村

長

一
貫
性
を
も
っ

て
保
健
師
が
携
わ
り
、
南

箕
輪
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
子
育

て
相
談
を
中
心
に
２
名
で

実
施
。
全
国
的
に
児
童
虐

待
が
多
く
、
業
務
が
児
童

相
談
所
か
ら
村
に
移
管
。

さ
ら
な
る
安
心
安
全
体
制

を
。問

性
暴
力
４
人
に
１

人
が
被
害
を
受
け
、
10
人

に
１
人
は
ず
っ
と
受
け
て

い
る
と
い
う
。（
県
調
査
）

Ｄ
Ｖ
、
性
暴
力
、
虐
待
な

ど
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

へ
の
取
り
組
み
は
。

村
長

ま
ず
第
１
に
意

識
啓
発
。
第
２
に
学
校
や

支
援
団
体
な
ど
で
関
連
情

報
の
共
有
を
し
、
学
習
機

会
の
提
供
を
行
う
。
第
３

に
被
害
者
が
安
心
し
て
相

談
で
き
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま

な
専
門
職
が
当
た
る
。
社

会
福
祉
士
も
配
置
し
た
い
。

問

ひ
と
り
親
家
庭
の

85
％
が
母
子
家
庭
で
あ
り
、

生
活
が
困
窮
世
帯
へ
の
支

援
は
。

村
長

子
育
て
支
援
課

は
相
談
窓
口
で
さ
ま
ざ
ま

な
手
当
や
補
助
に
つ
い
て

案
内
し
て
い
る
。
子
育
て

教
育
支
援
相
談
室
が
、
保

育
園
・
学
校
な
ど
関
係
機

関
の
連
携
を
図
り
、
寄
り

添
い
相
談
し
て
い
る
。

問

物
価
高
騰
交
付
金

の
内
容
は
。

村
長

子
育
て

世
帯
特
別
給
付
金

扶
助
費
１
５
０
人

５
万
円
で
７
５
０

万
円
。
畜
産
農
家

一
頭
５
千
円
２
４

０
万
円
。
商
工
業

振
興
事
業
で
中
小

の
運
送
業
に
３
６

０
万
円
。

唐 澤 由 江

男女共同参画第５次計画パンフレット

限
度
額

万
円
で
、
１
割
の
自
己
負
担
（
村
長
）

定例会で「検討」および「実施する」と答弁した項目の処理状況報告

その後の対応

令和４年度に予算化し、災害時支

援用バンダナの製作を計画している。

製作後は、避難所開設時の備品とし

て配備する方向で検討している。

令和３年度に納入される予定の備

蓄食料は、大部分をアレルギー対応

食品と明記し発注した。災害時協定

は情報収集していく。研修も、自主

防災会・赤十字奉仕団・防災士と連

携を図って、実施に向けて検討して

いく。

令和４年度から年額報酬等の引上

げを予定。不公平感の解消に向け、

区長会に消防団幹部経験者の区役員

の免除をお願いした。

農業共済事業への補助に新規加入

者へ50％、継続者へ50％の補助を検

討し、令和４年度予算に計上する。

令和４年度に予算化し、まずは村

社会福祉協議会の施設にテントや

ベッドを配備する方向で進めている。

福祉避難所として開設が考えられる

他の事業所とも協議を進めていく。

11月21日の村総合防災訓練で、W

i-F i通信を利用し、各地区と災害対

策本部をつなぎ、情報伝達訓練を実

施した。普段から使えるよう、防災

に限らず、さまざまな場面で活用で

きるよう考えている。

令和４年３月に村内の通所サービ

ス、訪問サービス、入所サービスを

行う福祉施設を対象に、一運営法人

あたり10万円の福祉施設応援金を交

付した。

再建するものは個人の資産となる

ため、県内市町村の状況を確認しな

がら、リフォーム補助金も含め慎重

に検討をしている。

答 弁 内 容

無償配布ではなく、避難所開

設時の備品に配備する形で研究

したい。

アレルギー対応食品は、次の

調達の際には配慮したい。企業

や団体との災害時協定も前向き

に検討したい。研修は、自主防

災会・赤十字奉仕団・防災士と

連携を図って、実施に向けて検

討したい。

報酬を引き上げる必要がある

ということで一致した。消防委

員会や消防団体とで検討を進め

る。

自然災害や新型コロナウイル

ス感染症のようなリスクを保証

する収入保険の加入促進支援は

必要。

保管場所等調整は必要だが、

必要なものを常備していく方向

で考えている。

９月５日に予定していた防災

訓練で、Wi-F iを活用した訓練

を予定していた。延期先の日程

で行っていく予定。

臨時交付金が決定次第、福祉

事業所への再支援等検討したい。

再建補助はＲ４年度に向け検

討する。

質問者・内容

■笹沼 美保 災害時支援用バ

ンダナを作成し、視覚障がい・

聴覚障がい・見た目ではわかり

にくい障がいを持つ、支援が必

要な人に無償配布しては。

■笹沼 美保 アレルギー対応

食品の備蓄、アレルギー対応食

品を扱う企業や団体との災害時

協定、避難所でのアレルギー対

応の研修が必要では。

■唐澤 由江 消防団のなり手

不足が深刻。待遇改善を。

■唐澤 由江 農業共済事業の

補助を村でも実施しては。

■三澤 澄子 福祉避難所にも

個別テントや簡易ベッドなど、

備蓄整備すべきでは。

■三澤 澄子 各区に整備され

たWi-F iを使った防災・減災

の学習会を計画しては。

■三澤 澄子 福祉施設応援金

の２回目支給が必要では。

■三澤 澄子 危険なブロック

塀撤去事業に、再建時の補助を。

Ｒ

３

年

９

月

定

例

会

Ｒ
３
年
12
月
定
例
会
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５
月
11
日
に
関
係
各
課
か

ら
の
報
告
を
受
け
、
議
員
か

ら
質
疑
な
ど
も
行
っ
た
。

（
Ｑ
＝
議
員

Ａ
＝
職
員
）

▼
総

務

課

Ｑ

Ｒ
４
年
度
か
ら
集
落
支

援
員
が
配
置
さ
れ
た
が
、

具
体
的
な
活
動
・
目
標
は
。

Ａ

第
５
次
総
合
計
画
の
総

合
戦
略
に
数
値
目
標
が
あ

り
、
持
ち
家
の
区
加
入
率

を
90
％
と
し
て
い
る
。
Ｒ

３
年
度
達
成
率
は
87
・
８

％
、
転
入
者
の
達
成
率
は

80
％
で
あ
り
、
加
入
促
進

の
た
め
に
窓
口
で
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
取
り
組

ん
で
い
く
。

▼
産

業

課

Ｑ

保
育
園
・
学
校
給
食
で
、

地
産
地
消
の
取
り
組
み
を

で
き
る
限
り
し
て
ほ
し
い

が
。

Ａ

村
・
営
農
セ
ン
タ
ー
が

中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て

い
る
。

▼
財

務

課

Ｑ

ふ
る
さ
と
納
税
は
順
調

な
伸
び（
前
年
比
33
％
増
）

だ
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

Ａ

そ
の
年
に
よ
っ
て
収
穫

量
の
影
響
は
あ
る
が
、
果

物
（
リ
ン
ゴ
・
梨
）
が
人

気
で
増
加
傾
向
。
今
年
度

も
そ
れ
ほ
ど
減
少
す
る
こ

と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

▼
建
設
水
道
課

地
区
計
画
は
、
地
区
要
望

を
受
け
て
実
施
を
進
め
、
費

用
が
高
額
な
も
の
は
継
続
事

業
と
し
て
年
度
を
ま
た
い
で

実
施
す
る
。
Ｒ
４
年
度
は
31

事
業
を
予
定
し
て
い
る
。

▼
地
域
づ
く
り
推
進
課

移
住
定
住
促
進
と
し
て
は
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
を
活
用
し

て
村
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
若

者
回
帰
に
重
点
を
置
い
た
活

５
月
13
日
、
関
係
各
課
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
Ｒ

４
年
度
の
主
要
事
業
内
容
の

説
明
を
受
け
た
。（
以
下
抜

粋
）

▼
教
育
委
員
会

体
育
専
科
教
員
配
置
に
よ

り
、
小
学
校
高
学
年
へ
の
体

育
授
業
充
実
化
を
図
る
。
電

子
図
書
館
に
よ
る
電
子
書
籍

の
貸
出
を
８
月
か
ら
開
始
す

る
。

▼
子
育
て
支
援
課

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
の
報
酬
へ
の
助

成
を
行
い
、
保
護
者
負
担
を

軽
減
す
る
。
西
部
保
育
園
改

修
工
事
を
行
う
。

▼
住
民
環
境
課

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
で
、
８
月
か
ら
窓
口
負

担
を
ゼ
ロ
に
す
る
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
施
設

（
太
陽
光
発
電
な
ど
）
の
建

設
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
改
正
（
規
制
の
強
化
）
を

行
う
。

▼
健
康
福
祉
課

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
は
、

助
成
対
象
・
金
額
の
充
実
を

図
る
。
福
祉
入
浴
券
交
付
事

業
は
、
味
工
房
で
の
利
用
を

追
加
す
る
。

｢

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
施
設
の
建
設
等
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
つ
い

て
は
、
議
員
か
ら
「
条
例
化

の
検
討
も
必
要
で
は
」
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。
今
後
も
議

会
と
し
て
、
村
民
福
祉
の
向

上
・
学
校
教
育
の
充
実
の
た

め
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
。

―福祉教育常任委員会―

―総務経済常任委員会―

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

　
　
植
え
付
け
作
業

きれいに咲くと
いいな♪

◆
総
務
経
済
常
任
委
員
会
◆




























動
を
行
っ
て
い
る
。
上
伊
那

広
域
連
合
と
も
連
携
し
て
い

る
。コ

ロ
ナ
感
染
症
・
円
安
・

物
価
高
騰
の
影
響
も
あ
り
大

変
だ
が
、
計
画
し
た
事
業
実

施
に
尽
力
し
て
も
ら
い
た
い
。

◆
福
祉
教
育
常
任
委
員
会
◆

委
員
会
よ
り

委
員
会
よ
り
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137号（前号）誌面に対するご意見・ご感想

議会に対するご意見など

ターの声ターのモニタモニタニ広報広報広 の広 声声タタ広広広 声声声声声声ののののタタタタモモモモ報報報報広広広広 ニニニニ ーーーーーーニニニニ広報モニターの声広報モニターの声

第
26
回
参
議
院
選
挙
が

投
開
票
さ
れ
、
与
党
が
大

勝
、
野
党
が
後
退
し
ま
し

た
。
３
年
間
大
き
な
選
挙

は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
国
民
は
注
意
深

く
監
視
す
る
べ
き
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ

な
政
党
も
出
現
し
て
時
代

の
流
れ
も
感
じ
ま
す
。

流
れ
と
い
え
ば
、
気
候

変
動
も
大
変
。
政
治
も
各

所
で
対
応
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
議

会
だ
よ
り
を
通
じ
て
、
村

や
議
会
の
活
動
を
わ
か
り

や
す
く
お
伝
え
し
て
い
き

ま
す
。

広
報
委
員

山
﨑

文
直



趣　　　味

モットー

苦手なもの

八木 國久さん

友の会の活動そのもの、全国のお宮巡り

毎日を気持ち良く生きる

̶

原 義勝さん

山登り、ゴルフ、写真撮影、山野草の育成

何事も一生懸命やる

へび

『経ヶ岳友の会』って？

○

○

○

会の発足の経緯は？会の発足の経緯は？会の発足の経緯は？

活動する中で困っていることは？活動する中で困っていることは？活動する中で困っていることは？

活動する中で活動する中で
　よかったと思うことは？よかったと思うことは？

活動する中で
　　よかったと思うことは？

村のみなさんへ　村のみなさんへ　
ＰＲをどうぞＰＲをどうぞ！

村のみなさんへ　
　ＰＲをどうぞ！

経ヶ岳の魅力は？

▶

南
み
の
わ

議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者
／
議
長

百
瀬
輝
和

編
集
／
広
報
委
員
会
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